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会 議 名 令和４年度第１回地域運営推進会議

開 催 日： 令和４年５月９日（月）

時 間： １０：００～１０：５０

資 料： ○有 ・ 無

□ 議 長：西岡課長 書 記：福井

□ 議 事：

１、施設長からの挨拶

日頃は当事業所の運営にご協力いただき、ありがとうございます。

前回は書面での開催となり、今回は久しぶりの開催となる。よろしくお願いします。

引き続き、新型コロナウイルスの感染予防については万全に対策を講じています。

２、報告事項

※ 別添資料参照

【グループホームヴィラ鳳凰の取り組み状況について】

①入居状況

現在、１８名の入居者あり、満床となっている。

平均年齢は８７.４歳、平均介護度は１.９４である。

３月に入居者１名が退居となり、４月に新規入居者１名あり。

②余暇活動

令和３月～４月の余暇活動について報告。

施設内の余暇活動に加え、花見や散歩等の実施により、外出する機会を多く作るように努めた。

グループホームで収穫した野菜の販売を、１月と３月の２回行ない、本年度も継続して実施する予定。

本年度から新しい取組みとして茶話会を毎月開催し、入居者より出た意見をもとに外出行事や食事行事を企画する

ことで、楽しみの充実と満足度の向上に取組んでいく。

③ひやりはっと、事故報告

令和３年３月～令和４年４月のひやりはっと、事故について報告。

転倒のひやりはっと事例が多くを占めており、事故を未然に防止できるよう努める。以前多かった誤薬のひやりは

っと事例は、以前に比べると減少傾向にあり、ダブルチェックの実施など、職員の危機管理意識も高くなってきて

いる。

西岡課長より

報告のとおり、今年度よりあおいユニットとほたるユニットにおいて、月１回の茶話会を開催している。

毎年アンケートを実施しているが、１２月の１回のみ実施のため、入居者の意見も日々変化し、タイムリーな意見

の把握ができなかった。季節により食べたいものや行きたい場所も変わるので、月１回の開催により意見を把握し、

それを行事の企画に繋げ実施していくことで、楽しみの充実を図りたい。

実施した行事等については、毎月の広報誌やブログ、地域運営推進会議において報告していく。

【オレンジデイサービスセンターヴィラ鳳凰の取り組み状況について】

①利用状況

令和４年４月末現在 利用者数３７名。男性８名、女性２９名。

平均年齢は８４.８歳、平均要介護度１.６７である。

②余暇活動

令和３年１１月～令和４年４月の余暇活動について報告。

毎月季節に合わせた行事の実施に努めている。

コロナ禍の中でも地域との関りを持つ為、利用者の作品を無人販売所で販売した。売上金は洛タイ新報の福祉事業

団へ寄付し、洛タイ新報にも掲載された。利用者の達成感に繋がり、今後も継続していく。



③ひやりはっと、事故報告

令和３年１１月～令和４年４月のひやりはっと、事故について報告。

ひやりはっとは、転倒や所持品の入れ間違い、服薬の事例がみられ、職員間で周知することで、事故防止に努めて

いる。

事故は、誤薬１件、転倒２件発生した。再発防止対策を徹底することで、同様の事故は発生しておらず、対策を継

続している。

３、質疑応答

・地域代表 Ａ様より

待機者が２５名あり、ニーズもあるのであれば、グループホームの定員は増やせないのか。

答：西岡課長

法令で定員等が定められており、居室の数が３階９室、５階９室の計１８室のため、対応は難しい。

・地域代表 Ａ様より

行事の写真を見て、ほほえましい。皆さん表情や豊かで、事業所に馴染んでおられることが伝わってくる。

包丁も上手く使われ、昔からして来られた様子が伝わってきた。

ひやりはっとも危険予測し対応することで、大事に至らず、事故を未然に防止できていると感じた。

答：西岡課長

入居者の皆さんは、包丁を使用されても危ないといった事はほとんどなく、上手に使用されている。

食器等の洗い物を役割として毎回されている入居者の方もいますが、いつも上手にされており、職員が洗い物をす

る方が破損等が多くあり、逆に入居者のほうが安心である。

行事については、新型コロナウイルスによる感染者増加により、いつ再び外出ができなくなるか分からないので、

特に季節の良い今の時期に、たくさん外出するようにしている。

・グループホーム入居者家族 Ｂ様より

コロナでなかなか面会できないので残念であるが、こまめに連絡してもらい状況を伝えてもらっているので助かっ

ている。

答え：西岡課長

新型コロナウイルスによる感染者増加により、再び面会制限となる可能性もあるので、緩和している機会に予約を

取っていただきたい。

また、ＬＩＮＥ電話による面会も実施しているので活用してもらい、毎月送付している広報誌の他にブログをこま

めに更新するようにしているので、そちらも併せて見てもらえれると、日頃の様子も分かってもらえると思う。

・グループホーム入居者家族 Ｃ様より

ひやりはっとによる気付きもあり、良く見ていただいていると感じた。

日中は、職員さんは何名で見られてますか。

答：福井

午前中は２名、午後からは３名の時間帯もあるが、日によっては少ない日もある。

答：西岡課長

今年度は、新たな取り組みとして、先ほど報告した茶話会の他に夕食後の入浴を検討している。

今までは日中に入浴してもらっていたが、本来我々同様に夕方に入浴する生活を送っておられたと思うので、今年

度はそういった取り組みも検討している。

ただ、全員が夕方に希望されているわけではなく、今まで通りで良いといった意見もあり、人員的に毎回というわ

けにもいかないので、月１回ぐらい希望者で開始していく予定である。

そうなれば、今まで日中に入浴業務をしていた職員がフロア対応できるので、もう少し日中の対応は手厚くできる

ようになると考えている。

・グループホーム入居者家族 Ｃ様より

野菜は誰に販売されてますか。

答：西岡課長

職員向けに販売している。

たくさん育てているわけではなく、収穫した野菜は全て販売しているわけではない。食材として使用しているもの

もあり、一般の方へ販売するほど収穫できないため、職員の昼休憩の時間に販売所を設置している。

販売した売上金は、次回の苗の購入代金に充てている。

・オレンジデイサービスヴィラ鳳凰利用者家族 Ｄ様より

ひやりはっとの手に錠剤が残っていたなど、細かく記録に残し対応されていると安心します。家では気付けないよ

うな事もきちんと報告されており、安心して利用できる。



行事も工夫され、家ではなかなかできないので助かっている。買物等で外に連れて行ってもらえたら有難いです。

答：田中主任

新型コロナも以前に比べると落ち着いてきており、どんどん取組んでいきたい。

・オレンジデイサービスヴィラ鳳凰利用者家族 Ｄ様より

手作り市の販売では、どういったものがよく売れるのですか。

答：田中主任

アクリルタワシが良く売れます。すぐ品切れになることもあり、追加で作成することがある。

・中宇治地域包括支援センター Ｅ様より

野菜販売や手作り市など、良い取り組みだと思う。もっと幅広く繋がっていくと良い思う。

売上金がお給料として、皆さんの手元に届くのも良いですね。

家族が遠方で、独居で暮らしておられる方との繋がりについても一緒に考え、協力できたらと思っているので、

いつもで声をかけてください。

以上

目 的： 定例開催 － 臨時開催

決定事項： なし

次回の課題： 取り組み状況について
次回開催予定日： 令和４年７月１１日（月） １０：００～１１：００

次回開催目的 ： 地域との連携


